
アドレナリン自己注射薬の保管場所について

●いつでも使える場所、全職員が共通理解した、安全な場所へ保管すること。

●光で分解されやすいため、携帯ケースに収めた状態で保存・保管すること。

●１５～３０℃で保管すること。

●冷蔵庫には入れないこと。

●暑い中に持ち歩く場合は、保冷剤をタオルにくるんで一緒に保管すること。

●急速に冷えると注射器に不具合をきたすので注意すること。

　※薬液が変色していないか、沈殿物がないか定期的に確認してください。

　※預かる場合には、使用期限について確認してください。

いざという対応に備えて、日頃から緊急時専用救急セットを準備しておく。

保管場所は、全教職員で共通理解を図っておく。

緊急時専用救急セットについて

（食物アレルギー対応用　緊急時専用救急セット　例）

・校内緊急対応マニュアル

・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン要約版

　・アドレナリン自己注射薬　（処方されている場合）

・緊急薬（処方されている場合）と紙コップ

・症状チェックシート

・経過記録票

・緊急時連絡先リスト（救急搬送・保護者・主治医）

・タオル・ビニール袋・手袋・キッチンペーパー（嘔吐時に使用）

※ＡＥＤの設置場所及び状態の確認

※ 救急隊から、その後の状態確認などのため、電話がかかってくることがある
・通報時に伝えた連絡先の電話は、常につながるようにしておく
・必要に応じて、救急隊が到着するまでの応急手当の方法を聞く

① 救急であることを伝える

② 救急車にきてほしい住所を伝える

③ ｢いつ、だれが、どうして、現在どのよう
な状態なのか｣を分かる範囲で伝える

食物アレルギー既往
の有無を伝える

④ 通報している人の氏名と連絡先を伝える
119番通報後も
連絡可能な電話
番号を伝える

どうしましたか︖
１１９番、
火事ですか︖
救急ですか︖

住所はどこですか︖
あなたの名前と
連絡先を教えてください。

救急です。

3年生の男児が
給食を食べた後、
気持ちが悪いと
言っています。

○○町○○番地
○○学校です。

私の名前は
○○○○です。
電話番号は・・・

文部科学省 ・（公財）日本学校保健会
東京都︓「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」一部改変し、引用

救急要請（１１９番通報）のポイント

エピペンRの使い方
STEP

1 準備
STEP

2 注射
エピペン®を太ももの前外側に垂直になる
ようにし、オレンジ色のニードル（針）
カバーの先端を「カチッ」と音がするまで
強く押し付けます。太ももに押し付けた
まま数秒間待ちます。エピペン®を太もも
から抜き取ります。

注射部位

携帯用ケースのカバーキャップを指で
開け、エピペン®を取り出します。オレンジ
色のニードル（針）カバーを下に向けて、
エピペン®のまん中を利き手でしっかりと
握り、もう片方の手で青色の安全キャップ
を外し、ロックを解除します。

カバーキャップ 安全キャップ

STEP

3 確認
注射後、オレンジ色のニードル（針）カバー
が伸びているかどうかを確認します。 ニー
ドル（針）カバーが伸びていれば注射は完了
です（針はニードルカバー内にあります）。

使用後

使用前

オレンジ色の
ニードル（針）カバー

伸びた状態

STEP

4 片付け
使用済みのエピペン®

は、オレンジ色のニードル
（針）カバー側から携帯
用ケースに戻します。

★誤注射を避けるための正しい持ち方
● オレンジ色のニードル（針）カバーの先端に指などを押し当てると、

針が出て危険です。
絶対に行わないでください。

● 危険ですので絶対に分解しないでください。
● もしも、誤ったところにエピペン®を使用してしまったら、直ちに

最寄りの医療機関を受診してください。

正しい
持ち方

誤った
持ち方
誤った
持ち方

【 エピペン®の使い方 ―アナフィラキシーがあらわれたら―】

マイランEPD合同会社　エピペンサイトからの引用
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４ 関係機関との連携について

① 医療関係者との連携

学校関係者と医療関係者とが連携することは、ガイドライン

や学校生活管理指導表の適切な運用に向けて重要です。疾病

やアドレナリン自己注射薬の取り扱いなど、連携を心がけ、

いざという時に適切かつ迅速に対応できるようにしましょう。

② 消防機関との連携

消防機関との連携体制の構築は、緊急時に適切な対応をするために重要です。

アドレナリン自己注射薬保持者に対する情報共有、緊急時対応に関する情報共有など日頃から連

携を心がけましょう。

また、AEDの講習などに積極的に参加しましょう。

★参考資料の連携シート（Ｐ１２）を活用

保護者、主治医、教職員への説明資料が「学校保健」ポータルサイト

（https://www.gakkohoken.jp/）へ掲載されていますので適宜活用下さい。

３ 調理場が取るべき対応について

①　給食対応のための環境整備

調理場の施設設備や調理員の人員、知識及び技術を把握し、各市町村の食物アレルギー対応基本

指針に基づいて、問題点があれば、食物アレルギー対応委員会等へ提起し、検討をしていくこと

が必要です。整備が必要であれば、設置者へ申し出ます。

②　調理員の啓発のための研修と自覚喚起

安全な対応食を提供できるよう研修会等を実施することは重要です。マニュアル等で共通理解を

図るとともに、日々確認作業を怠らず、定期的にシミュレーションを行うなどの検討も必要です。

③　学校との連携

対応を行う学校と密接に連携し、安全・安心な給食提供のために必要な措置を講じるとともに、

栄養教諭・学校栄養職員等が各校において十分に職責を果たせるような配慮をすることも必要で

す。

④　食物アレルギー対応を行う上での留意点

・給食対応の基本方針や、献立作成の基本方針に基づき、献立作成を行う。

・特に重篤度の高い原因食物（そば・ピーナッツ）は、極力使用しない。

・作業工程が複雑にならないよう考慮する。

・料理名や使用食品を明確にする。

・作成にあたっては、複数の関係者で確認し、誤表示や記入漏れがないようにする。

・原因食物の混入防止のため、食物アレルギー対応を記載した作業工程表や作業動線図を

作成し、対応内容について共通理解を図る。

・納品された食材が発注したものであるか、確実に検収する。

・原因食品の混入を防ぐため、区画された部屋や専用スペースで調理する。

・対応食担当者を区別化することで、作業を単純化し、引継ぎによるエラーを防ぐ。

・普通食と同様に、温度管理、保存食の採取、検食を行う。

・確認作業の方法やタイミングを決めておき、原因食品の混入や誤配食を防止する。

・わかりやすい表示を心がけ、配送先を間違えないよう工夫する。

・受配校との連携を密にし、事前に受け取り方法を決めておく。

・やむを得ず献立変更を行う際は、児童生徒、保護者及び関係者全員が情報を共有できる

よう対応する。

・児童生徒の給食への思いにも傾聴し、対応に生かせるようにする。

献立作成

献立表

調理作業

配送

献立変更

その他
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